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.:-J:I::::ll:.･守 ..､繋.導き専:i
圭モ黒檀工事鉦鼓丁宣::-I;:I:1･､:;-::I.:I:":∴･::''i･.:..:_:†<'･:､守∴十｡

卓や童ti..:.-Iti-'三-:I:...i:･章:-～.::∵:･-I:_I.

守-I::i.:I:十'::∴き

℡開薬療授黄

十王 国数 ∵二言二言 ･∵二十∵

平成8年 ∴ 手 習名 神野東学匂筑波東学など～

平成9辱 ∴､苓 ∵㍉ 神野乗学田岐皐東学殴明治学院東学瞭福昇高専窺&e

寧成増◎辱 望頂固 ∴ 神野東学国衆阪市壷東学留金蘭短期東学恕ぎ

軍威銅辱 ∴ 帽名 神国東学樹慶鷹義塾東学国東阪市重来学田琴国歌出来撃℡憲幽東学昏横浜閉塞東学態度

平成帽辱 ∴∴｢ 招名 神野東学淘慶鷹義塾東学国衆阪市重来寧国辱田歌出来撃転出形東学由横浜国豊東学投出梨東学恕暦

∵∵＼∵+ ∴ ㍉ 臓名 慶鷹義塾衆学田神国東学田島磯東学国事目敏出来学由来阪教育東学国千葉東学儲京都学園東学窺暦

平成摘辱 ∴ + 二∵∴ 慶鷹義塾東学愚衆阪市立東学匂千葉東学昏寧日歌出来挙国射す磯医療東学同党寮敦子東学など

∴･::ill::.工㍉･:､二 .∴ -,---_･.

囲 因幡 ｢∵ 夢魔番数

第周囲 ｢+-+∴｣ 仁∵++十十十∵∴∵+∵∴ 約相◎名

第望回 l+∴∵∴十二㍉ 這飽かも鈎東学訂ま磨～鈴鹿惑な鬼閣蘭感を因指す鈎か 約瑠望◎名

第3回 十.∴十∴∴.+ 東学教育鈎個性化を匿う進めるか 約招◎名

第確固 臓9習.招.望9 這艶から駒教養教育を匿うずるか 二∴∴

与∵｣ ｢∴∴∴㍉二∵ 東学授業を&｡惑変鬼るか-研究か転実践鴨 約帽◎名

雪∵｣ ∴∴+∵､.㍉㍉ ∴++∴十十:了十十+-＼∴∴∴∴∴∴十十∴-.㌧予∵- 約瑠塁◎名

第冒回 望◎◎頂,34望唾 東学教最翰教蘭髄索をぎ萄開発ずるか 約瑠5◎名

第8回 ∴∴∴∴∴二+ 東学教蘭静憶をどうするぬ淘-評傾ぬ鴨島賢田鶴- 約3◎◎名

第9回 望◎◎3g39頂5 高等教育者≡お富する教育改革起経営改善 約58-◎名

~-一･‥‥･-I-.::･~~l::.∴∴･∴∴

困 ∵l㍉ ∴+㍉ ∴∵l∴∴

第瑠固 望◎◎窒息望3 1㌧1∴∴∴∴∵∴∴㍉∴+ 十∴∵■∴∴∴㍉ ∴了∴∴十∴∴ 約3◎◎名

第霊園 ∴+∵㍉.+∴+ (潤)教蘭評憶研究部会 ほ)索陸』キ盈意義研究♂蟹-』蟹a和義mg曝遠隔教育研究部会 約5◎◎名(詔)授業研究部会魔 摘)授業研究部会B653授業研究部会隠宅郡匠殴研究部会
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真部科学箇鱒亀窃野事例集掲畿

京都大学は現 在 ､ 且0の学部､且5の研究科等､且3の附

置研究所淘20 の 教 育 研究施設等をもち､広汎を学術分

野で独創的な 研 究 成 果を挙げるとともに優れた風樹を

多数育成 L b 髄 界 における主要な総合大学の位置を毒
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た ｢厩 由 の 学風｣を継承し､発展させつつb多元的を

課題の解決に挑戦し､地球社会の調和ある共存に貢献
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かつ調和のとれた教育体 系 のもとも｢対話｣を根幹と

しぞ ｢由尊顔習｣を催 し 馬 車 越した知の継承と創造的
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閤性が高名景保を重んじも地 球社会の調和ある共存に

寄尊するb優れた研究者と高度の専門 能 力 をもつÅ樹

を育成ずることを目的として旨､る｡ ま た ､ (運 営)に
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教育の企 画 開発 お よび実施の支援を任務とし等魁為る｡
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-の存在 は鴇京都 大学の教育改革の 必 要 性に関する由

覚と意欲 の高 さを示すものである｡
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頒 翰授業 量壷姦壷-撃雛管網雛開 く濠2楯)/刊禰 ー3劇離細 )

珊 瑚授業 量轍 の磯時艶 掛金搾朗 報-)
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T∴羊音声㍗㍉㌻∵∴ 学㈱ す野馳藍練熟》機 せ触 化

:二千十ヾ十二王室十二七隼了-∵-辛 堀あと観覧による鰍 膏覇紛融 4変換

ここミ草吾∵∵二二七二 顔 傭 嚢施し竃いる露盤東学瑠9磯をSGSなどで緯線

:恕槻 蓉◎ 究を縛つ竃いる濁痢色魔絡◎ .主三言チノー三m 十干+)､∵∵-辛-王≒学デシ∵十ボナ主菜票学芸七ン享-な
了で誉芯 二 暦と戯適挽
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して毎分たち蹟身で組織する ｢相互研修塾野D｣が求

められる｡
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系およ び 社 会 科 学 系 熱 田) ◎ぬ然科学寛験系科目◎外
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問意思を形成するぬ盤的な禰宜研修 型 野 田 活 動 が 展 開
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具体的には次のような活動がある｡
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教魔睦璃』駈:数属個埼Aの毎発的参加による禰宜研修

塑プログラムは､センタ-によって､表且のような

形で企画 ◎実施されてきた｡

センタ-が全国の大学に先駆けて開始した ｢公開実

験授業｣は､教戯禰宜の授業改善に役立つ輿型的な禰

宜研修塑野田である｡和歌山大学､山形大学b島根大

学など多毛碍太学におけるFDのモデルとなり､文部

科学省｢大学における教育内容等の改革状況に肇ももて｣

(平成且後年)でもFDの典型例として紹介されて転､る｡

｢授 業参観プ田ジェタ恥｣および ｢学部公開授業｣は､

田 - 酎 ]ズ ム (内容 ◎方法の専門性､鶴由の教育文億

な ど ) に 根 ざ し た野田をめざすものである｡ 漆もツ恥ツ
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を収集 ◎分析し､その内容を掲 蔵 した ｢東 学 授 業 ネ ッ
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授業内容や動画による授業風景などの情報を提供する
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タ-はb｢ぬ盤的野D諸活動｣とセンタ-による ｢研

究 ⑳調査 ◎分析ム ｢実践 ⑳研究成果の公開｣との閏の
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ユラム改革 に 結びつけることのできるノウハウが求

められる｡

大規模 な 評 価 デ -夕を処理する機器設備の適切な

整備を 図 ると と も にb評価の方法､がづキュラム改

善への 回 路 な ど を 設定する必要がある｡ センタ-は

既存の知識や技 能 を提供するとともに ､ 可能を限り

適合的な実施形態が魔も､だせるように協力する｡

以上の遠隔授業､公開授業､授業辞儀による索溜プキ

ュラム改革は､三者が同時に実施されることによって､

工学部の敦贋集団を野D共同体へ観織塚監することに憲

敵する｡ センタ-は､この工学部との連携実践の成果

を､公 開 研究会b｢モ}グラフ｣(授業評儀も授業改善

に関するもの)㌔We毎の ｢大学授業ネッ取り-タ｣ な

ど等公開し滝よ吟整備された閑適情報伝達ネッ唇ワ-

タを形成し､同時に鴇これまでのようにさまざまな飽

Lr∵lTI:'三三,､三ylIT二き二‡t･:'轟.I_:_-_-?..･'･:/.::-:哀史:日.ノ丁' 三一主･i=主/-‥､/.JてJl.rI/:::圭

三二∵三二三三::::ニ昔 ､:.I:,;:::-Iヾ ･十二､

二.-H::.:三一′こ二､ ｢'/::言､三 三.'守 三上十二-.::二三子!二､-:I-工巨:::-十∵ごて

園 (園且)に 書 き 込 む とb図2のようになる｡
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都東学の ｢由由の学風ム すなわち教戯集団の鋳藍決

定や学生との意思疎通を尊重する教蘭理念の具現俺で
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魁もっそう成熟させる｡
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援助遜

京都東学では､学内でのさまざまなぬ盤的な禰宜研
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ボブやムが継続され滝這這での議論から外国語教育や
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て:き･,･'::宝:{':.三/I.:-:':I:-I?.㍉･:l=き_∴≡t,･I.三言十二十､,､-,-こ一幸

教育改革のための観織とし等高等教蘭教授をステム開

発センタ-が設立された三と､さらにそれが平成且5年

逮周に高等教育研究開発策遮センタ--と拡充改組さ

∴::･∴:-:日:A:::ミー･:I._.:=憲二▲圭十革に二.:そ三上-I_:;::I-II-:二丁[=';:iI:-墨言_-::-LI

組織化に向けて学内支援体制が整えられてきて転､るこ

との具体的な現れである｡ また､センタ-のさまざま

なFD･受援活動に対 して､京都大学教育改善推進費

(学長裁量経費)による継続的な資金的援助がある｡

--:-:'V:､三:;::二霧:i"ぎ?i･:.苧二三･.lrご/-/:-J:､:'l:籍::_-I.I:蔓'∴､.:A.ギー-

｢禰宜研修塑野Dの凝織偲｣は､わが国の高等教育

にとって緊急の課題である｡しかし､その練じきから､

魁､まだに十分な成果は報告されてk､ない｡本取観は､

こ の 課題を実際に達成してきたき･わめて蕊二-夕を活

動である｡ とSにbFDにおける ｢ボ恥ムアップの観

誉∴二仁｢二､--や-::.I:ム工二二'･:ヾ∴予て:/∴/Lt′T;I::.三′-1':.､呈:,;..::

どの成果は､欝D第認期にあるわが園の高等教育 に対

して､格好の実践モデルを提供するものである｡
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ど三でも通周しそうを一般的を授業法牽シラバスの

書き方などを伝達する恥ップダウンの啓蒙は鴇簡単に

実行できる｡しかしそれでは､特殊で闇 - 東 砂な利害

のうちにある関係者の要請には､十 分 に 応 え き れ を魁､｡
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巣を一般塚転じて伝達可能なも の ◎応 欄 可 能 を もの にす

さこ.,;:_十 も二･:7:/;I::I:i-･∴∴こ,-= ま i′: ｢-.:1:-I三千 等三丁二･J77

線織機｣と魁bう課題にはb 一 般 性 の特殊機 と特殊性 昭
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まさに三郎ようを ｢組織 塚臨｣をこそ切実 に求 めて態もる｡

京都大学の取観は､三の観織機 を これ まで にす で に一

定程度達成してきた｡今後 はb以下 の 豆～ 遠の具体 的

活動を通じ等観織機を魁もっそ う進 め､ その成果 を どこ

.+I:.:;千㌦:.:='=干:_i:-i･に:.:･∴',.:∴てI,'主･志 ･:ilT･t･::三千､:i｡子=:誓 二

期実践モデルの構築と公 開 這そが､本取組 の基本 的特

色晋ある｡
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京都大学での厩盤的野E3活 動 の大 半 は､教 贋個 冷風

の危機意識に根ざしており､ それぞれの教 育状況 の固

有性を亥腔指されたボ恥ムア ップ的性格 を もつ｡ こう じ

等ただちには一般催しがた魁､特殊性 を もつ これ らの活
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出会う場を滝研究会や印刷物やWe毎で搾り出し等きた｡
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たとえば､工学部の教育改革に限定するなら､(a)読

験 旬レポー トやプレゼンテーションなど ｢学生の学習

評価｣を加味して教育の質と効果を評価する､(b)揺

業評価にあたっても､評価項冒を､授業形態やクラス

サイズによって変える､(a)評価結果を授業改善や東

リキュラム改善に結びつける回路を搾る､とな､ったこ

とによって教育効果 の 評 価 方法それ担体の改善を図

る｡ こうしてFD､ 教 育 改 善 ､ 教育評価の一連の循環

過 程を通じて､FDの 組 織 化 ､ 教育改善がともに前進

することになる｡

-教義と撃盤約番肇田する ｢撃間数蘭共闘俸｣藍』ぞ鈎

.I:lT:草∴､＼-

(且) 京 都大学における転生的FD活動を､センタ-の

FD支援システムの整備によって確実に組織化 し､

第正朔塑 (相互研修塑)FD実施の典型例を構築す

る｡ この支援システムは､全国の大 学 か ら利潤可能

であり､FDの全国的組織化に貢献する｡

(2)この取組では､相互研修によって教 員 の 参加を制

度化するとともに､教育体制作 りに学 生 の参加をも

求める｡こうして禰宜研修型FDの組織化を進め､

教農と学生の主体的参加を実現することによって､

フンボルト的な (学問教育共同体としての大学)と

nう理念を､ その今田的な形態において､実現する

ことになる.
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工学部､ 法 科 大 学 院 ､全学共通教育などでの相互研

修にセンタ-が支援的に参与することを通じて､相互

研修の全学的な観織機をすすめる｡同時に､国内外の

大学数膏実践 (授業評価､Fm､授業法など)の関連

資料を収集 ◎分解 して ｢モノグラフ｣として公表し､

｢大学授業ネットワーク｣を強化することによって､

支援システムを整備する｡
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現在の状況では資金面と入園の南面で限界がある

毎度 紙数 聯㈱ 監滴数 参加東学

軍成経年 二王 署名 神野鱒 歯鏡波東学なだ

平成9率 ミ亡き 7義 神野衆撃切離 衆撃 畢明治 瀞 適確棚 など

平成増田卑 こて等 工室 神野東学p郷 盈衆撃多食済短期太鞄 ど

平成m辱 三÷苫 領空名 神野衆撃勧 学坂東擬革盤東学垣朝敵魁東学簡憲泡東学甘磯鴻艶 無学な磨

平成鰻額 二茸 銅名 神野鱒 句 学卒滴 市波東学◎和歌出来野申出聴衆撃 呼横浜国数無学選出梨鱗 だ

平成鰻辱 二千告 確認名 撃 渉神 野兼 学 奇胎 撃 増 減 弧 焼 学 魯衆 振 放 蘭 鱒 勾早 来 衆 撃 帝 京 船 誌 だ

平章二一章 二苛 ｢㌻宅 轡 昏裁 断 醇 塵 無 学 伊 予 薬 東 学 虚 報 取 出 東 学 司掴輝 療 東 学 魯郷 だ

衆 望 ℡開実験授業

班 田鱒 鰻竃 参蓋訂療数

箪確固 1995.32 摺寒の槻 済 するか 含圭二二導

喜∴葦 1995.ll.23 二二∵∴量誉六草子三二幸手二言 等‡キ三幸音子∵享 約餞9名

喜千言 1998.12.8 米尊敬蘭◎偽性絶密だう進めるか 約朋◎名

室壬等 1997.ll.29 こ艶か転⑳榔 蜜だちするか 約7◎名

言下 1999.327 だ事変象るか-研究から薬践鴨 約頂諭名

喜子葦 2∝氾325 予Iモ三十号三ナ÷十-m 薫苧主観笑…十㍗- 鈎瑠餌名

撃習漸 2軸1.32 側 ◎教蘭能劫を済 開発部愚か 約瑠翰名

喜子≡ 2Wa323. 細産経済 するか -静 衝か ら野紛鵡 _㍗ 約諾癖名
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が､｢大学授業ネットワ-タ｣などのWebサイ恥やML

によるオンライン ◎ネッかり-タを整備 し､公開研究

会 ◎フォ-ラムなどの情報伝達システムをできるだけ

双方向的に整備 して､相互研修型FDの全国的組織化

を支えるシステムを構築する｡
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相亙研修型FDにはも教属の参加 と魁､う理念が這め

られている｡ しかし大学教育改革の究極の夕-ゲッ恥

は学生であるから､この理念は､学生の参加をも包摂

すべきである｡現在の取組においでもすでに､たとえ

ば工学部の ｢学生の授業評価を手掛かりにするカリキ

ュラム改革｣という課題設定には､大学が ブキュラム

を ｢学生の学習履歴｣とし竃も読み込んでい這うとず

七二:::.一･::.土中-･:i':::.三L,ト′㍉ざ｡.章二7=:;-I:転耳工二(,こ､::i::i,:::Ii...,･.IJ-1i

将来的には学生の参加をも食み勺学問教育共同体とい

うフンポル 唇的な理念を｢-その今 田 的 な形態において

-実現するものとなるはずである｡
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表 1センターがおこなってきた敦 展の 自発 的参 加 による相 互 研 俸 型 プログラム

霊凍 率襲療 料 率車重率牽苓 妻≡享

公開薬駿凍寒 平成8年度～現在まで計約170回 /出版物13

学部公開凄牽 冬草帝での公開援濠と検討会(平成15年度-)

r大学凍寒ネットワーク｣ 学内外のすぐれた喪章の収集.分析とW○b化

rひまわり｣イあさがおJ(ネットワーク) wObとMLによる定期的な大学教育改革情額の捷供.交換

scs利用FDプロゲラ 授薬公国を褒施している閉息大学 19駿をscsなどで象鎗

大草額宵敬啓の乗車的研究を行っている国内.NIME(メディ ア 教 官 辞 典 センタ-)､ハーバード大学デレック.ポク 敢 授 学 習
海外の研究壌因との連揚 センター な ど と の 逼 境

公開研究愈大字敏宵改革フォーラム(蚤4争帝).大草教育研究熟愈 とも に 平 成 7年 度 か ら ｡執 着 は 隔 月 で計 82 回 ､扱 者 は 毎 年1回で計 lo因
/ 平 成 15 年 度 は 全 国 の 国 立 大 学 を中 心 に 4叫 名 が 参 加

全学教育シンポジウム (平成15年) ｢大学授其ネットワーク｣webページ
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二三垂 -;三 ~ 野際苛資料

電寮衆⑳鰍

｢自由の学風｣のもとでの相互研修型FDO3組織化

圏 全学共通科目の人文系､実験系､外国語系で､

さらには工､菜､医､経済などの学部で､自生的

な相互研修型FD活動が実施されてきている｡

雷 この自生的FD活動をサボ-巨孝一るシステムが､

センターの活動などを通じて､作られてきたO

圏 大学全体からのこのサボ-卜システム組織化-

碍支援は､センタ-の設置良拡大改組､総長特

別経費の継続的交付など了恒常的や組織的であ

る｡

･Ji:1=-=..熟密智㊥細 さ齢

センタ- 池 島 掛 ごt-::s滝･熟

踏 授業公開漫参観による授業改善

歯粥薬療顔廉(9年目O毎週1臥 計'770匝董あまり.,複
数の大学でFD活動のモデルとされているO)

練轟郷 開脚 匪(2年間)
欄 愈発凍轟(2年冒O工学部以外の部局も含む)

閤 ネットワ-ク化による情報 の共有化
｢奇襲整轟轟,･.･t･.;IiJ,I;㌔･-脚fl'̂''､チエ専;;-I.･.･L･1･il.,i射 ･:I_.1

既 研究成果の公開と交流

機 轡究鹿(授業期間中ほぼ毎月1臥 計63回)
尭轡敬蘭郷 鵬 (毎年･欄 ､計10匝上 今年は
400名参加)

電敬 観 ◎ 常 澄 藍 困 飽 き

啓 蒙 聖 賢 B か ら相 董 研 修 型 匡田鶴

圃 今 日 の 高 等 教 育 では､-方的伝達による<啓
蒙 型 FD > (第 夏期)ではなく､当事者たちが自分

たちのE3…カルな現場性に根ざして自分たちで
組織する<相量研修型FD>(第苦言期)が求めら
れている｡

圏 本プロジェクトは､この相互研修型FDの具体的

で実践的なモデルを提供する｡

に 恥蛍雪醸鞄 経増 さ･

圭 二十:':,Tl:---･:I:tr)関 与 す る 全 学 藩 主置Ii･ベ ル tly_-;:..ir--r:

監全学 レベル3

号全学教育シンポジウム｣ (1996年より卑1回実施
/平均200名参加)

甘さまざまな自生的FD活動を支援する直接的功間
接的成果がある｡

監部局レベル:工学 部 の 例ヨ

盛｢ディベ-卜方式 に よ る工 学部FDシンポジウ ム｣
(平成14年度工学 教 育 賞 ｢文部科学大臣叢｣)

昏その他､各種調査 ､ F D ワ - クショップ､公開授 業､
授業検討会などを 実 施 し て きたO

;:･!列工打撃授業二巨･:軒:IL卜･一一-主立glft/:･:･t,:..:{::言辛

≡;種畜芋蔓蒜学監慧慧琵慧'S至謁荒等≡芳慧霊芝̀ペく'汐'ー>:I;●ン;N'.''ウX&脚柳:''7.,:.=t:':I;.:'拭榊:.'X.'y;I-''-:Y='鏑木誓華美
二giJ-:'蛸#巌三三 I:主二浪∴: ヾ･ゞ: 革簿登三溝三二.:､!.仰..-;禁空軍讐鮮=轡繁華率讐鱒:≡;≠:-p榔環Y.*:,i,:<=-モ:-;

::ち:虫:

→◆轟き,.:.::::きき:林学::.. -妄=:;:;≡ ∴:ぎ:::=J:;～
1'.;:1‥撒=.:A .I.".､､‥ン L-:

:㌔-舵:▲‥.チ一 義酸基ミキご一㌧V.}

≠療…;書が :ま等二】総門貯:詐害遜盈
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監概念図13

相 量 研 修 聖 賢扮支 援 を鼠テム

雀鯛魔麺 車窓適量轡酔 顔塵露鱒 _≡

情報の収薬 コンサルテーション

洋 二二二'芋てTr弐

桐の提供JITL綱の収集.整理t<L'

匿義認蘭鋳 車重率爾敦盛盈萄磯圃磨顔療亀.蔓

ミ-嚢新二∴'･:軌吏㌫訂 ･t

孟学部との協働 によるFD支 援システム の成 熟化

露工学部の｢授業評価の実施によるカリキュラム
改善｣(創成科目によらない創成型教育の有効性の検
証など)了公開授業による相互研修 圭 ｢遠隔授
業｣などを支援する.

露 ここから得られた知見を言東学授業ネットワ-
タム｢モ}グラブム ｢公開研究会｣などによって
共有可能なものにするO

圏 こうして言FD支援システム｣をさらに成熟させ

異体釣には1･､､

懸学部生のいる吉日キャンバスと赦免のいる新しい桂キャンパスをつ
なぐ遠隔授業について､センターがこれまでの遠隔致簡プロジェクトか
ら獲得してきた知見(遮間数常固有の授纂法､学生の受講意欲を支え
る学習集団の形成､TAの積極的活用などの知見)を活かして､コンサ
ルテ-シヨンに応じ､遠隔授翼実施過程でのFDを支援する..､
雷工学部では､発に述べたrFDシンポジウム｣に加えて､平成16年度
から試行的に公開軽業と授業検討会を実施している.､センタ-は､8年
間にわたる公開実験授菜を通じて高穏してきたノウハウを工学部の教
員集団に提供する.｡
昏卒業生を含む大規模な調蚤によって､基礎教育と卒業研究の瀬み
合わせがr創成科目｣の役割を果たしているか否かを検討し､さらに全
学科での複素静雄を実施しこれをカリキュラム改革に結びつけるため
に､センタ-は既存の知識や技能を提供するとともに､可能な限り適合
的な実施形態が見いだせるように協力する¢

く取組の内容)

丁コ音感:翠.IT･.､iI.?::-:i-,(I.:=てごTJ?･こ:I.7:_-iii-:i.管 訂?:ド=.)lil?,:7:ご':I_.:I:-

十 ｢自由の学風｣を理念とする京都大学では､さまざまな場
で自生的な相互研修型FD活動が展開され､これらを支
援するシステムも高等教育研究開発推進センタ-(以下
｢センター｣)を中心に開発されてきた0

2.しかしこれらFD活動の全学レベルでの組織化は､まだ
十分ではないL,これらを互いに関連づ廿､その成果を共
有し組織化して､京都大学全体の教育改善を図らなけ
ればならないO具体的には､開発されてきた支援システ
ムを活用して､工学部の卜-タルな学部教育改革を支援
し,ここから得られた知見によってシステムそのものを整
備して､全学的な相互研修型FD活動の組織化とそれに
よる教育改善を前進させる{,

それによって母-

圏速断受某､公開授業､授業評価によるカリキュラム改革は､三
者が同時に実施されることによって､工学部の教員集団をFD共
同体へ組織化することに寮献する｡

際センターは､この工学部との連携実践の成果を､公開研究会､
｢モノグラフ｣(授業評価､授業改善に関するもの)､Webの｢大学
授業ネットワ-ク｣などで公開し､よLj整備された関連情報伝達ネ
ットワークを形成し､同時に､これまでのようにさまざまな他の自
生的FD諸活動にも参与して､全学L/ベルでの相互研修型FD組
織化をめざす｡
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